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1．論文ファイルの作成
200X年X月X日受理
†Taro NIHON*1，Jiro KYOUIKU*1 and Hanako KOUGAKU*2 ：JSET Word Template
*1 Faculty of Education，Nihon Kyouiku Kougaku University 0-0-0 Kyouikuchou，Minato-ku， Tokyo，000-0000 Japan
*2 Faculty of Engineering，Nihon Kyouiku Jouhou University 0-0-0 Kyouikuchou，Toshima-ku，Tokyo，000-0000 Japan

論文ファイルは，原則，本テンプレートをもとに作成する．投稿原稿の用紙サイズは，B5サイズとする．
1.1. 　論文テンプレートの書式
本テンプレートの題名，著者名，章・節・項の見出し，本文については，フォントサイズや段組みなどの書式が設定されている．
1.1.1.　フォント，段組み
章・節・項の見出しはMS ゴシックの8.5ポイント，本文はMS 明朝の8.5ポイント，Summary・英語キーワードはMS P明朝の8.5ポイントとなっている．章や節，項の見出しが長く，複数行に渡る場合は，適当な箇所で改行 (Shift＋Enter) し，見やすいように調整する．
本文の段組みは２段組で，１行あたり24字，１ページあたり44行に設定されている．この書式を崩さずに論文を作成することで，１行の文字数，１ページの行数等が定められた形式での執筆が可能となる．
1.1.2．書式を崩さない方法
書式を崩さないために，以下の２点に注意する．
(1) 他のWordファイルから文章をコピーして貼り付ける場合は，書式を一緒に貼り付けないように注意する．元の文書で文字列をコピーした後，本テンプレートに[ホーム] > [形式を選択して貼り付け] > [貼り付ける形式] の「テキスト」を選択する．
(2) 書式を崩してしまった場合は，段落内にカーソルを置き， [ホーム] リボンメニューの [スタイル] ボックスから，指定したいスタイルを選択する．
1.2. 　論文執筆時の留意点
論文を執筆する際は，日本教育工学会ウェブサイト及び日本教育工学会論文誌に掲載されている「執筆の手引」(2023年9月7日改定) に従う．また，教育工学選書II第13巻『教育工学論文執筆の要点』のうち，特に「論文執筆の基本と要点 (清水 2018，pp.175-211) 」を参照することが望ましい．
2．執筆の手引
2.1.　論文のページ数
2.1.1.　ページ数の制限
論文のページ数は，論文種別によって異なるため，以下の既定に従う．
(1) 論文，教育システム開発論文，教育実践研究論文，資料は８ページが原則．ただし，８ページ超過の場合は掲載料の超過料金の支払いにより可能．
(2) ショートレターは４ページを厳守．
(3) 寄書は６ページ以内が原則．
(4) 展望，総説の体裁・分量は論文に準ずる．
2.1.2.　ページ数に関する注意点
図，表内の文字サイズ等から，図，表の大きさが決められるため，十分に注意する．ただし，校正段階でのレイアウトにより，著者の予定ページと異なる場合が多いため，余裕を持たせて計算する．
2.2.　論文種別
本テンプレートの１ページ目の上部左側の枠内に，「論文」「教育システム開発論文」「教育実践研究論文」「資料」「ショートレター」「寄書」「展望」「総説」のいずれか１つを記述する．なお，同ページの上部右側の文字列「日本教育工学会論文誌　XX (xxxxx) ，0-0，20xx」およびフッターは，採択後に事務局が入力するため，編集する必要はない．
2.3.　論文の冒頭
2.3.1.　題名
論文の題名は，論文の内容が明確に分かるようにし，「第○報」等は含めない．また，簡潔な表現にするため，できる限り副題がない方が望ましい．字数については，40字以内に収まるようにする．
2.3.2.　著者名，所属機関
著者名には，＊１，＊2 のように「*」と「数字」を上付きで表記する．そして，それらに対応した所属機関を著者名の下段に示す．
１ページ目の下部左側のテキストボックス内に，著者名，題名，所属機関およびその所在地を英語で記述する．当該箇所はテキストボックスになっており，自由に移動することができるため，ページの余白に出ないように位置を調節する．なお，受理日は事務局で編集するため，入力する必要はない．
2.3.3.　著者の順と数および所属機関の表記
共著で論文を投稿する場合の著者順は，当該論文に最も貢献した者を「筆頭著者」とする．「共著者」を決定する際は，論文の内容に貢献していない者を著者に加えたり (ギフトオーサーシップ) ，貢献した者を除いたり (ゴーストオーサーシップ) しないことが重要である (清水 2018，p.177) ．そのため，著者全員が論文の内容に関する責任を負い，著者の人数は，論文の内容に貢献し，かつ責任を負うことのできる適正な数に留める．
所属の記載の仕方については，以下のように考えることとする．
(1) 原則として，当該の研究が実施された時に所属した，主な研究機関または組織の名前を記載する．
(2) もし，投稿時点で新しい所属のある場合等，著者の所属として複数の研究機関または組織の名前を示す必要がある場合には，(1) に該当する組織名を優先して示すことを条件に，その他の所属研究機関または組織の名前を追記して記載することができる．
(3) もし，投稿時点で，著者が当該の研究が実施された時の所属先を卒業・修了・退職している場合で，かつ当該研究実施時の所属先をそのまま書くことも適切ではないと判断される特段の事情がある場合には，投稿時点の現所属のみを示すことができる．この場合でも，当該研究を実施した主な研究機関または組織の名前を，付記に明記する．
(4) 採録決定時点，あるいは採録決定後、出版刊行時点での所属表記の変更は，原則として認めない．どうしても必要がある場合は，編集委員会と相談の上，主な研究機関または組織の名前を，付記に記載する．
2.4.　抄録 (Summary) 
論文，教育システム開発論文，教育実践研究論文，資料，展望・総説の場合は，400字以内の和文抄録と和文抄録の英訳 (Summary) を付ける．寄書，ショートレターの場合は，300字以内の和文抄録のみを付け，Summaryは不要とする．この字数は８割を満たすこと．抄録が長すぎたり短すぎたりする論文は受け付けない． 
2.5.　キーワード 
論文，教育システム開発論文，教育実践研究論文，資料，展望・総説の場合は，５～６語の日本語および英語のキーワード (すべて大文字表記) を付ける．寄書，ショートレターの場合は，日本語キーワードのみを付ける (英語キーワードは不要) ． 
2.6.　本文
本文は，以下に示す決まりに従って記述することが望ましい．
2.6.1.　見出し
見出しは，以下のように構成する．
1．	   …章
1．1．	   …節
1．1．1． …項
 (1) 	   …小項
2.6.2.　本文の記述
筆者の主張を読者に正確に伝えるために，以下の点に注意する．
(1) 本誌読者の多様な専門的背景を念頭に置き，記述は簡潔かつ明瞭にする．
(2) 当用漢字，現代かなづかいを用いる．
(3) 各段落冒頭は全角１文字下げる．
(4) 数字は算用数字を使用し，１桁数字は全角，２桁以上の数字は半角とする．
(5) 括弧は半角，句読点 (，および．) は全角とする．ただし，参考文献については，句読点 (,および.)  は半角とする．なお，外国語を表記する場合にあって，その語の一般的な表記法において単語間や句読点の後に半角スペースが必要な場合は，その慣行に従う．
(6) 上付き，下付きで表記するべき文字や数字 (例．χ2検定) は，例のように正確に記述する． 
(7) 本文および図表での統計記号 (例．p，t，F，SD等) はイタリック体にする．
(8) 固有名詞以外の外国語は，できる限り訳語を用い，必要な部分は初出の際のみ原綴を付する．
2.6.3.　はじめに (序論) 
研究の背景について，研究テーマの着想，関連する先行研究，先行研究で明らかにされていない問題，研究の目的等を説明する．投稿規程１ (２) ２．の条件である関連する既発表の論文等があり，その内容を発展させたものを新規に投稿する場合は，既発表の論文等を参考文献に示して，投稿論文との関連と違いを本文中で明確に説明する．ただし，その発表内容の一部または全部が公表されている (投稿規程１ (２) ３．の条件にあたる) 場合は，本文中の参考文献とは別に付記する．
2.6.4.　方法 (本論) 
「はじめに (序論) 」で記述した研究の目的を達成するために，著者が用いた研究の方法を記述する．第三者が同様の手続きで研究できるよう，実験・調査・実践等の対象者，期間，手順，データの分析方法等を含める．
2.6.5.　結果，考察等 (本論) 
得られた結果とその考察については，目的に関係する内容を記述する．必要に応じて，図表・写真を載せてかまわない．
 2.6.6.　まとめ (結論) 
研究の目的，方法，結果，考察を総合的にまとめ，導出された知見を簡潔に記す．加えて，研究の限界，残された課題，今後の展望等を説明する．
2.7.　図表，写真
2.7.1.　掲載の仕方
図１，表１，写真１のように一連番号をMS ゴシックで記述すると共に，必ず題名を付す．図と写真の場合は図の下に，表の場合は表の上に記載する．
図表および写真は，原則，ページの左上，右上，左下，右下の四隅に配置する．複数連続する場合は，左上または右上から下方向に続けてかまわないが．校正段階で変更される可能性もある．なお，図表および写真を本文の最後のページにまとめて掲載し，文中で挿入位置のみを提示する形式は認めない．
2.7.2.　フォントサイズ
見やすく理解しやすい図表，写真を掲載するために，図表中の文字が本文に比べて極端に小さくならないよう注意する．例えば，図１は，図中の文字が本文のフォントサイズとほぼ同程度であり，可読性に問題はない．しかし，図２は，図中の文字が小さく読みづらいため，サイズを大きくする必要がある．なお，図３は，横に長い図を段組み１段に配置する例である．
また，表１に示す通り，表中のフォントは，基本的にMS 明朝とする．
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図１　見本I
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自動的に生成された説明]
図２　見本I
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図３　見本III


表１　見本IV
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2.8.　謝辞
研究に協力した者や助言を与えた者に対する謝辞を記す．なお，謝辞の部分を除いたものを査読用原稿として作成すること．この査読用原稿が査読者に送られる．
2.9.　注
注はできる限り使わないようにする．どうしても必要な場合は，本文中の該当箇所の右肩に 1)  ，2)  のように示した上で，付記の前に一括して説明を加える．
2.10.　付記
『投稿規程』に記載されている投稿の条件のうち，「3．学会の研究会や大会の発表原稿等を翻訳・加筆した形で論文等にまとめたものであること」に関する投稿で， (a) から (f) で発表したものを翻訳・加筆して投稿する場合は，まとめ (結論) の後に，以下の例を参考にして付記し，その文献を「参考文献」に加える．
＜記述例＞
本論文は，堀田・小柳 (2023) で発表した研究を発展させて，その成果をまとめたものである．
本論文は，HORITA and OYANAGI (2023)  の一部を翻訳し，さらにその内容を発展させたものである．
2.11.　参考文献
2.11.1.　本文中での引用
 (1)  引用に関する注意点
著作権法第32条に定められている通り，公表された著作物は，公正な慣行に合致するものであり，かつ研究の目的上正当な範囲内で行われる場合には，引用して利用することができる．他者の文章を記載し，それについて解釈を述べる際は，引用元の文章全体を鍵括弧 (「」) で括る (直接引用) ，もしくは適切に要約して記述する (間接引用) ．そして，著者名，発行年，直接引用の場合はページ番号を明記する．
断片的な引用により，著者の主張とは異なっていると誤解され得る記述をすることは，著作者人格権の侵害とみなす行為 (著作権法第113条11項) に該当する恐れがあるため，十分に注意する．
 (2)  著者数に応じた引用の表記
本文中で参考文献を引用する際は，著者の人数によって表記が異なることに注意する．
 (i) １名の例
堀田 (2023) によると…． 
HORITA (2023) では…．
…と述べられている (堀田 2023)  ．
…と述べられている (HORITA 2023)  ．
 (ii)  ２名の例
堀田・小柳 (2023) によると…．
HORITA and OYANAGI (2023) では…．
…と述べられている (堀田・小柳 2023) 
…と述べられている (HORITA and OYANAGI 2023) 
 (iii)  ３名以上の例
堀田ほか (2023) によると…
HORITA et al．  (2023) では…．
 (et al． はイタリック体にし，ピリオドを付ける)  
2.11.2.　参考文献の形式
本文中で引用した参考文献は，論文の最後に著者の苗字のアルファベット順で一括して記載する (和文誌・英文誌で分けない) ．１つの書誌情報が２行以上にわたる場合は，２行目以降を右に全角２文字分インデントして記載する．
 (1)  著者名
著者名を日本語・漢語・ハングルのいずれかで表記する場合は，姓と名の両方を記す．それ以外の言語の場合は，ラストネーム (ファミリーネーム) のすべての文字列を大文字で，ミドルネームとファーストネームはイニシャルを大文字で記す．
著者の人数が２名以上の場合は，ひとりずつ半角カンマ  (,)  で区切り，全員の氏名を列挙する．漢字・ハングル以外の外国語で著者名を表記する場合は，最後の著者はその直前の著者とandでつないで列挙する．ただし，著者が６名以上の場合は，５名までの著者名を列挙し，「〇， 〇， 〇， 〇， 〇ほか」「○，○，○，○，○ et al．」と記す．
 (2)  発表年
同一著者の著作物を複数扱う場合は，発表年の昇順で列挙する  (例．堀田龍也 (2021) …，堀田龍也 (2022) …)  ．同一著者が同一年に発表した複数の文献を参照した場合は，発表年にa， b…を付し  (例．堀田龍也，小柳和喜雄 (2023a) …，堀田龍也，小柳和喜雄 (2023b) …)  ，同定できるようにする．
 (3)  書誌情報
図書について，単著の場合は，著者名，発行年，書名，発行所 (出版社と同義) ，ページ番号の順に，共著の場合は，著者名，発行年，章題，監修者または編著者名，書名，発行所，ページ番号の順に記述する．ページ番号はpp．で示し，開始ページ番号と終了ページ番号の間は，半角ハイフン (-) でつなぐ．
論文の場合，著者名，発行年，題名，学術雑誌名，巻数 (号数) ，ページ番号の順に記述し，巻数のみMS ゴシックで表記する．著者が複数名の際は，半角カンマ (，) でつなぐ．ページ番号は巻号の後に続けてコロン(：) を全角で置き，その後に半角で記す．なお，電子ジャーナルの早期公開論文については，“早期公開版”と明記の上，巻数 (号数) およびページ番号の代わりにDOI (Digital Object Identifier) を記述する．DOIを示す必要がある場合は， URL (https://doi.org/で始まるもの) で示す．
学会等の発表原稿の場合，著者名，発行年，題名，要旨集名 (論文集名，講演集名等と同義) ，ページ番号の順に記述する． 
英語の書名および学術雑誌名は，イタリック体で表記する．ただし，論文や図書の一部を分担執筆している場合は，該当論文の題名はローマン体，収録されている学術雑誌名または書名をイタリック体にする．
ウェブサイトの場合，著者名，発行年，題名，URL，参照日の順に記述する．URLについて，自動的にハイパーリンクが挿入された際は削除する．
3.　投稿の手引
3.1.　著作権，他者の人権等への配慮
論文執筆に際しては，他者の著作権や，研究に関わる個人・集団 (研究対象となった個人・集団や研究に関連のある個人・集団) のプライバシーや名誉に関する十分な配慮のもとに行う．特に，研究対象者を特定できる，または具体的に分かる記述は，『投稿規程』１． (２) に基づき，原則として認めない。
公表されている評価尺度等の全体または一部を使用する場合は，その出典を明示する．また，尺度等の作成者や著作権者から事前に許諾を得ることが求められている場合はそれに従い，許諾を得たことを本文中または注に明記する．
海外で開発された評価尺度等を翻訳し，日本語として公表する場合は，原則として尺度等の作成者や著作権者から事前に許諾を得ることが望ましく，その旨を本文中または注に記述する．また，日本語に翻訳したものを，別の翻訳者が原文を見ずに元の言語に訳し，原文とその訳文の比較を行うことで訳文の精度を検証する作業を行うことが望ましい．
3.2.　論文ファイルの投稿
新規に投稿できる論文ファイルは，PDF形式のみである．オリジナルファイルのほか，査読者と論文担当者に送付される査読用ファイルとして，著者名・所属機関・所在地の日英両語，付記と付記に列挙した参考文献，謝辞を削除したもの (但し英題名は除かない) を作成し，投稿する．著者名等を削除するにあたり，白文字化や塗りつぶしによる墨消しは認められない．
投稿規程で示している「投稿論文等の内容に関連する内容が，同一著者あるいは他者によって既に掲載されている場合や掲載予定の場合」や，投稿中である場合には，当該論文等またはその印刷・投稿のために提出した最終原稿ファイルを提出する．
英語論文の場合，翻訳元になった和文論文の受理番号を提出する．返戻または取り下げ論文の再投稿時は，前回の和文論文の受理番号と，必要に応じて返戻の理由等に対する修正点を示した回答書を提出する．
3.3.　投稿に関する確認事項
以下の内容については，本学会ウェブサイトの [論文誌] メニューより，『投稿規程』を必ず確認する．
１ (２) 投稿の条件
２.　投稿原稿の著作権について
３.　科学者の行動規範と不正行為の禁止
４.　原稿の扱いと費用負担
参考：不正行為に対する対応と防止に関する規則

注
注はできる限りない方が望ましいが，必要な場合は記述する．
付　　　　　記
必要に応じて付記を記述する．ただし，査読用ファイルに，付記と列挙した参考文献を含めない．
謝　　　　　辞
簡潔に謝辞を記述する．ただし，査読用ファイルに謝辞を含めない．
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付　　　　　録
原則として，論文に必要な情報は本文中に示すこととし，付録は認めない．どうしてもやむを得ず付録を付す必要がある場合は，Summaryの後に記載する．ただし，電子付録は認めない．
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